
れ t`t嗣嚇ら 萌バtぶゴ撚ち
松下電器があるこころきて大きくなったこうの話です。

「総下に入社したい」という霜職希望の学生たちを、松下社長が自ら面梓していたこきがあιl春した。

その面持に来たすべての学生たちに、松下社長はこう質問しきした。

「あなたは、今きての人生を振ιl返って、ツイてきたか、ツイτこなからたか、ラッキーだったか、アンうッキ

ーだったか、こう思いきすか?J

束大卒や東大卒の人むこ、優秀な学生たちも来τい孝したが、

「今きての自分の人生勝、苦書が多く不運だったこ思い孝すJこ答えた人勝、こんなに優秀な人でも採らなかっ

たそうです。

「ぢょっこうッキーだったかもしれ春せん」という人も採らなかった。

rいや一私勝ツキ春くってきした」「ラッキーの塊てしたJ「幸運の連続てしたJこ答えた人勝採用したそうでな

のうに、槍下幸之助社長がその方法で標用した (ツキきくっτいる人たちの集団)が社内の中核を占めるように

なった時化

そのこうに発売された商品というのは、すべて奇躊的な売れ方をし春した。

「自分けものすごくツイτきた。本当に恵きれτきたJこ富える人勝

イコー′L『感謝をしてき春した」という人でもあったのでしょう。
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